
令和２年１０月

九州バイオリサーチネット

公募型研究資金の取得に向けて
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本日の内容

Ⅲ 「知」の集積と活用の場によるイノベーシ 52頁
ョンの創出（R2競争的研究資金と支援事業）

Ⅳ イノベーション創出強化研究推進事業 78頁
（競争的研究資金）の提案書作成のポイント

Ⅱ R３年度概算要求の概要 40頁
（農林水産技術会議事務局）
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Ⅰ ニーズ（農政課題と研究基本計画等） ３頁



Ⅰ ニーズ（農政課題と基本計画等）
※ 以下８頁の農政課題は、農林水産研究

イノベーション戦略２０２０の「第Ⅰ部 我

が国の現状と海外の動き」から抜粋。
１．農政課題

3



4



5



6



7



8



(続き）
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２．研究基本計画等
１ 農林水産研究イノベーション戦略２０２０
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※ 冒頭図
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(続き）
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(続き）
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※ 冒頭図
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ロードマップの項目

（１）スマート農業政策

①スマート農業

・あらゆる機器でデータを活用したスマート農業が展開

②スマートフードチェーン

・個々の消費者等にオーダーメイドな農作物を生産・流通

(２）環境政策

①農山漁村に適した地産地消型エネルギーシステムの構築

・農山漁村の再生可能エネルギーのフル活用

②生産・流通段階で発生する温室効果ガスの大幅削減

・生産・流通プロセスの脱炭素化

・農地・畜産からの排出源対策の推進

④農地、森林、海洋における炭素の隔離・貯留

• 炭素隔離・貯留の推進

⑤気候変動適応技術の開発

・気候変動適応技術の推進

⑥土壌微生物の機能解明等による環境を保全する生産方式の開発

・土壌微生物叢の解明による資材開発の加速化と無駄を価値に変えるサーキュラーエコノミーの

実証
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（３）バイオ政策

①腸内細菌叢及び代謝物の機能解明とおいしくて健康に良い食の提案・提供

・ 「おいしくて健康に良い食」の科学的な解明・提案

②育種・生産環境

• データ駆動型育種と新育種技術等の民間活用により多様化するニーズを満たす持続的一次生産

を社会実装

③育種（水稲）

• 世界トップレベルの高精度な育種による次世代水稲品種開発

④育種（畑作物）

• ５G時代のネットワーク型作物育種システムの構築

⑤育種（野菜・花き）

• 高度環境制御による高速野菜花き育種システムの構築

⑥育種（果樹）

• 世界トップレベルの育種データベースとAI育種シミュレーターの開発

⑦育種（育種基盤技術の開発）

• ゲノム編集等新たな育種技術の開発

⑧育種（基盤フィールド）

• 育種データと連携した育種フィールドの開発

⑨生物機能を活用した新素材、動物医薬品等の開発

• 生物機能を活用した農林水産資源への付加価値の創出

• 脱石油・環境保全を追い風にバイオマスから新素材・新ビジネスを創出 24
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イノベーションによる林業の将来像（伐採・搬出）

イノベーションによる林業の将来像（新素材開発）

イノベーションによる林業の将来像（造林）

30



31



32



沿岸漁業

養殖業

定置網漁業
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(続き）

遠洋漁業

沖合漁業

加工流通
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※ 以下５頁は、内閣府 政策統括官（科学技術・イノベー

ション担当）付参事官補佐 服部正の「農林水産政策の

基本方向」から抜粋。

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/pr_report/20190

924_seminar_handouts1.pdf

2 科学技術基本計画等
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http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/pr_report/20190924_seminar_handouts1.pdf


※ 第6期基本計画に向け作業中

平成２８年１月
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Ⅱ 令和３年度概算要求の概要（農林水産技術会議事務局）
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※ 以下19頁は、令和２年度版から抜粋。

Ⅲ 「知」の集積と活用の場によるイノベーションの創出
（１） イノベーション創出強化研究推進事業（競争的研究資金）
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88

92

53

233

21

25

21

67

10 （11．４％）

7 （７．６％）

28 （１２．０％）

11 （２０．８％）

R 2
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（１）基礎研究ステージ

課 題 I D 試 験 研 究 計 画 名 研 究 代 表 機 関 名

20316735
AI 画像認識による幼生同定技術の開発と幼生輸送予測
によるマガキ養殖業の効率化・安定化

国立研究開発法人水産研究・教育
機構

20317691 中性園芸作物リンドウの開花制御基盤技術の開発
公益財団法人岩手生物工学研究セ
ンター

20317903
難防除ウリ科ウイルス病克服へ向けた植物ワクチンの
開発

国立研究開発法人農業・食品産業
技術総合研究機構

20318110
群飼育下の乳用雌哺育牛から体調不良個体を早期検出
するリアルタイムモニタリング技術の開発

国立大学法人北海道大学

20318143
完全養殖マサバの生産拡大と海外輸出のための戦略的
育種・生産基盤の開発

国立大学法人九州大学

20318248
害虫防除と受粉促進のダブル効果！スマート農業に貢
献する振動技術の開発

国立大学法人電気通信大学

20318257
ナノ粒子を用いた農薬送達システムによる革新的植物
免疫プライミング技術の開発

国立大学法人名古屋大学

Ｒ２年度採択課題
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（２）応用研究ステージ
課 題 I D 試 験 研 究 計 画 名 研 究 代 表 機 関 名

20316912
チルド米飯ニーズと加工製造課題に即応する超多
収低アミロース米系統の早期育成

岩手県農業研究センター

20317115
クルマエビの耐病性品種の育成と管理に関する技
術開発

国立研究開発法人水産研究・教育機
構

20317125
高精度フェノタイピングに基づくイチゴ培地レス栽培
技術の確立

国立大学法人豊橋技術科学大学

20317132

植木、盆栽及び苗木の輸出に不可欠な植物寄生性線
虫の除去及びそれに伴う商品価値の低下に関する対
策技術の高度化

国立研究開発法人農業・食品産業技
術総合研究機構

20317546
地下水位の潮汐応答解析と地下水年代測定による
地下ダム止水壁の機能評価技術の開発

国立研究開発法人農業・食品産業技
術総合研究機構

20317585
国産のつる性薬用樹木カギカズラの生産技術の開
発と機能性解明に基づく未利用資源の活用

国立研究開発法人森林研究・整備機
構

20317678
革新的な土壌データの取得方法およびデータ高付加価
値化手法の開発-次世代型土壌ICT の開発に向けて-

国立研究開発法人農業・食品産業技
術総合研究機構

20317789
世界初の高度複合病害抵抗性メロン品種の開発と
次世代型育種基盤の開発

国立研究開発法人農業・食品産業技
術総合研究機構

20318203
天然アシルスペルミジンを基盤とする新規病害抵抗
性誘導物質の応用展開

国立大学法人東京大学

20318277
低価格・高精度・高速食品原料外観・内部ＡＩ検査装
置の研究開発

キユーピー株式会社 生産本部

Ｒ２年度採択課題
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（３）開発研究ステージ
課 題 I D 試 験 研 究 計 画 名 研 究 代 表 機 関 名

20316552
世界初の制虫技術の確立！害虫忌避力評価システム
に基づき野菜・花き類の地上部・地下部を同時に防除

国立研究開発法人農業・食品産業技術
総合研究機構

20317289
アスパラガス生産に働き方改革を！改植技術「枠板式
高畝栽培」を基盤とした省力安定栽培システムの開発

国立研究開発法人農業・食品産業技術
総合研究機構

20317541 サケマス類の日本式海面養殖技術の研究開発 福井中央魚市株式会社

20317562
無核性カンキツ新品種「瑞季」等の全国展開に向けた
高品質安定生産及び高度利用技術の確立

国立大学法人京都大学

20317564
有害元素（放射性セシウム、カドミウム）低蓄積原木シ
イタケ品種の開発

一般財団法人日本きのこセンター

20317587
儲かる業務用米生産を実現する無コーティング種子湛
水直播技術の確立

国立研究開発法人農業・食品産業技術
総合研究機構

20317616
持続的なサトウキビ生産を可能とする連続株出し多収
品種と次世代型機械化一貫栽培技術の開発

沖縄県農業研究センター

20317668
ノングルテン米粉を利用した嚥下障害者のための嚥下
食の開発

国立研究開発法人国立国際医療研究セ
ンター

20317823
加工業務用ブロッコリーの国産化を実現する大型花蕾
生産技術と加工流通体系の確立

国立研究開発法人農業・食品産業技術
総合研究機構

20317878
ツマジロクサヨトウの効率的な発生予察技術と防除対
策技術の開発

国立研究開発法人農業・食品産業技術
総合研究機構

20319988
微生物殺虫・殺菌剤を用いた野菜重要病害虫のデュア
ルコントロール技術の確立

国立研究開発法人農業・食品産業技術
総合研究機構

Ｒ２年度採択課題
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（２） 「知」の集積による産学連携支援事業
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※ 以下８頁は、農研機構生研支援センター主催の「2019年度応募前研修（９月２４日）の小
幡明雄の「イノベーション創出強化研究推進事業の応募にあたって留意すべき点」から抜粋。
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/pr_report/20190924_seminar_handouts7.pdf

Ⅳ イノベーション創出強化研究推進事業（競争
的研究資金）の提案書作成のポイント
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重要
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※ 能力不足や役割の重複に注意
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